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令和８年２月１３日 

 

 

課名 危機管理課 

担当 難波、池尻、浅間 

内線 2180、2181、2182 

直通 086-226-7946 
 

南海トラフ巨大地震・断層型地震の被害想定について 
 
県では、国が令和７年３月に公表した南海トラフ巨大地震の被害想定を受け、国が用い

たデータに、県独自に収集した地質データ等を追加し、より詳細な被害想定を行った。 

 なお、今回、想定外をなくすことを目的に、一部の被害想定項目の推計手法は、より被

害が大きくなる国のものを採用した。そのため、被害が増えている項目がある。 
 
１ 南海トラフ巨大地震 

（１）震度分布 

   県の前回想定（H25）以降に収集した地質データを追加し、震度の推計精度を高

めた。なお、震度６強の面積は前回想定の 1/3以下に減少するなど、一部の市町

村で最大震度が変化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（参考）市町村別最大震度＜前回（H25）の県独自の被害想定との比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （注）下線部は前回想定から最大震度が変わっている市町村 

市町村 H25 R8 市町村 H25 R8 市町村 H25 R8 

岡山市北区 ６弱 ６弱 高梁市 ５強 ５強 里庄町 ６弱 ６弱 
岡山市中区 ６強 ６弱 新見市 ５強 ５強 矢掛町 ６弱 ６弱 
岡山市東区 ６強 ６弱 備前市 ６弱 ６弱 新庄村 ５弱 ５強 
岡山市南区 ６強 ６強 瀬戸内市 ６弱 ６弱 鏡野町 ５弱 ５弱 
倉敷市 ６強 ６強 赤磐市 ６弱 ６弱 勝央町 ５強 ５強 
津山市 ５強 ５強 真庭市 ５強 ５強 奈義町 ５弱 ５弱 
玉野市 ６弱 ６弱 美作市 ５強 ５強 西粟倉村 ５弱 ５弱 
笠岡市 ６強 ６弱 浅口市 ６弱 ６弱 久米南町 ５強 ５強 
井原市 ６弱 ６弱 和気町 ６弱 ６弱 美咲町 ５強 ５強 
総社市 ６弱 ６弱 早島町 ６弱 ６弱 吉備中央町 ５強 ５強 

  震度 

■ 震度６強 

■ 震度６弱 

■ 震度５強 

■ 震度５弱 

■ 震度４以下 

震度分布図 
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（２）液状化危険度分布 

震度分布と同様に、地質データの追加により液状化危険度分布の推計精度が

向上した。前回想定に比べ、「液状化危険度が極めて高い」エリアが狭くなる

など、一部地域を除き、県下の多くの地点で液状化危険度が低下した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）津波浸水想定 

   堤防等の耐震性を評価したことなどにより、浸水区域の分布に増減がある。 

前回想定に比べ、県全体の浸水面積（浸水深１cm 以上）は約９％減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波浸水想定 （パターン１：地震動により堤防等が機能しなくなる場合） 

液状化危険度分布図 

この区域を津波災害警戒区域に指定予定 
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（４）被害想定結果 

ア 総括（項目ごとの最大値） 

被害想定は、堤防破壊のタイミングや、地震が発生する季節・時間帯を変えた複数

の条件（※1）で推計。次表は、全条件の推計値から項目毎の最大値を抽出したもの。 

被害想定項目 単位 
前回想定 

H25(2013) 

 今回想定 

R8(2026) 

建物被害(全壊・焼失棟数) 棟 
１８，６６５  ２１，７４２ 

※２ [１９，７３２] 

人的被害 
死者数 人 

３，１１１  ３，７７８ 

※２  [２，０４６] 

災害関連死者数 人 定量的な想定なし  ６２４～１，２４７ 

ライフ 

ライン 

上水道（断水人口） 人 ９３３，２３７  ７０５，４３４ 

下水道（支障人口） 人 １，０１７，２０７  １，１１５，４７４ 

電力（停電軒数） 軒 ９６０，１９５  １，０２８，９６０ 

ガス（供給停止戸数） 戸 ３０，６４０  １４，３３５ 

生活支障 避難者数 人 ３４２，１７７  ３４７，１２０ 

※1 堤防破壊時点: ２パターン（地震直後、津波の越流時点） 

季節・時間帯: ４シーン （冬・深夜）、（夏・昼）、（冬・夕）、（正月・夕） 

※2 ［ ］内は、前回想定と同じ手法（≠国採用）で推計した数値。以下同じ 

     

イ 建物被害の要因別内訳【冬・夕】【津波パターン１】 

       単位：棟 

 前回想定 

H25(2013) 

 今回想定 

R8(2026) 
増減 主な増減理由 

 
全壊・焼失棟数 １８，６６５ 

 ２１，７４２ 

[１９，７３２] 

３，０７７ 

[１，０６７] 
 

 

要
因
別
の
内
訳 

揺れ ４，６９０  ３，２４０ ▲１，４５０ 耐震性の向上 

 
液状化 １，０３６ 

 ２，６４４ 

[６３４] 

１，６０８ 

[▲４０２] 

国の推計手法

に変更 ※３ 

急傾斜地崩壊 ２２１  １７２ ▲４９  

津波 ８，８１７ 
 

９，４７０ ６５３ 
浸水区域内の 

建物の増 

地震火災 ３，９０１ 
 

６，２１６ ２，３１５ 
風向等の条件 

変更 ※４ 

※3 国が採用している地盤沈下量を基にした推計手法へ変更。前回は国と異なる PL 値 

（液状化指数）を基に推計 

※4 国が条件を変更（＝風向をより燃え広がりやすいものへ）したことなどによる 
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ウ 人的被害の要因別内訳【冬・深夜】【津波パターン１】 

      単位：人 

 前回想定 

H25(2013) 
 

今回想定

R8(2026) 
増減 主な増減理由 

 
死者数 ３，１１１ 

 ３，７７８ 

[２，０４６] 

６６７ 

[▲１，０６５] 
 

 

要
因
別
の
内
訳 

建物倒壊 ３０５  １７７ ▲１２８ 
揺れによる 

全壊棟数の減 

急傾斜地崩壊 ２０  １６ ▲４  

津波 ２，７８６ 
 ３，５８５ 

[１，８５３] 

７９９ 

[▲９３３] 

国の推計手法に 

変更 ※５ 

地震火災 ０  ０ ０  

屋外落下物等 ０  ０ ０  

 ※5 安全な避難場所に避難できなかった者の死亡率の考え方（浸水深と死亡率の関数）

を、前回想定より厳しいもの（＝国採用）へ変更 

 

２ 断層型地震 

（１） 想定する断層型地震 

本県に大きな被害をもたらす可能性がある地震として、前回と同じ７つの断層型地震

を想定。 
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（２） 各断層の震度分布と被害想定結果の概要（最大値） 

建物被害が最大となるのは「中央構造線断層帯」を震源とする地震であり、建物の

全壊・焼失棟数は、1,500を超える。 

また、人的被害については、「山崎断層帯主部」を震源とする地震が最も死者数が多

くなる。 

地質データ等の変更により、前回との比較で被害に一定の変動はあるが、特に「中

央構造線断層帯」を震源とする地震の被害が大きく増加している。震源域の見直し等

により、震度６弱の範囲が広がったことが主たる要因。 

  

断層名 
ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

発生確率 

（※６） 

県内最大 

震度 

全壊・焼失 

棟数（棟） 

死者数 

（人） 

避難者数

（人） 

①山崎断層帯主部 ８．０ 0.1%～1% ６強 ８４９ ２３ １０，３６７ 

②那岐山断層帯 ７．３ 0.06%～0.1% ６強 ９６ ５ １，７１６ 

③中央構造線断層帯 ８．３ 1%以下 ６弱 １，５６０ １９ ２０，４７８ 

④長者ヶ原－芳井断層 ７．３ 不明 ６強 ８７２ ６ １１，６６６ 

⑤倉吉南方の推定断層 ７．３ 推計なし ６弱 ３ ０ ７９ 

⑥大立・田代峠－ 

布江断層 
７．３ 推計なし ６強 ３３ ２ ６９７ 

⑦鳥取県西部地震 ７．３ 推計なし ６強 ６２ ３ ９７１ 

※6  国（地震本部）による今後 30年以内の地震発生確率 

南海トラフ地震の場合は、「20～50%」または「60～90%程度以上」とされている 

   

（参考）前回想定の結果 

断層名 
マグニ 

チュード 

県内最大 

震度 

全壊・焼失 

棟数（棟） 

死者数 

（人） 

避難者数

（人） 

①山崎断層帯主部 ８．０ ６強 ６０４ ３３ ５，６８０ 

②那岐山断層帯 ７．３ ６強 ２０９ １２ ２，０７８ 

③中央構造線断層帯 ８．０ ６弱 ２９１ ５ １１，０１８ 

④長者ヶ原－芳井断層 ７．４ ６強 ８５６ ４０ ２１，６７２ 

⑤倉吉南方の推定断層 ７．２ ６強 １１３ ６ １，４４２ 

⑥大立・田代峠－ 

布江断層 
７．２ ６強 ３４０ ２０ ３，８６８ 

⑦鳥取県西部地震 ７．３ ６強 １７ ０ １５０ 

 

３ その他 

 県ホームページ（https://www.pref.okayama.jp/page/detail-17871.html）に市町村別

の内訳等を掲載しています。 


